
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷か

らの 血液曝露事例件数 分母

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法
職員・患者問わず  

注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による

皮膚の損傷からの血液曝露事例件数 10

・他施設の状況知り比較することで、職員のリスク意識を高め、安全管理をすすめる。 

最小値 0.00  25％値 0.05  中央値0.09  75％値 1.15  最大値 0.27  

（分子：注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷からの 血液曝露事例件数） 

回答病院 67 

中央値からは、前年0.11→0.09へと減少が見られます。血液曝露の件数は医療行為数と相関します。器具

による血液曝露は安全装置付き器具が普及しており、これらの普及率をプロセス指標として捉える必要があ

ります。個別事象から原因を捉へ手順の遵守状況を知る事も必要です。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 








